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リオデジャネイロ・オリンピックで日本勢のメダルラッシュで沸いたこの夏、各加盟団体でも、学校の夏休み期間

に合わせて、全国大会や地区大会が日本各地で行われました。残念ながら本県から「全国制覇」するチームはありま

せんでしたが、それぞれの団体の最上位の大会結果等をここに掲載。各団体の活動を知り、切磋琢磨していきましょ

う！また、野球障害ケア新潟ネットワークは、新潟開催となった第38回全中軟式大会をはじめ、第98回高校野球新

潟大会準々決勝以降や県内各地での肩肘検診などへスタッフを派遣し、球児の障がい防止と健康管理をサポートしま

した。

＜新潟県野球連盟＞

高円宮賜杯第36回全日本学童軟式野球大会 マクドナルド・トーナメント（51チーム参加）

１回戦 巻南堀団野球クラブ ７－３ 守山ボーイズ（愛知）

２回戦 巻南堀団野球クラブ ６－７x 東１６丁目フリッパーズ（北海道南）

第9回ＧｕｓＯｎｅＣｕｐ学童軟式野球選手権大会（16チーム参加 関東エリア、新潟・長野・福島県）

１回戦 月潟レッドビッキーズ ２－９ 菱・堺野子供会野球部 （群馬県）

＜新潟県スポーツ少年団＞

第38回全国スポーツ 少年団軟式野球交流大会 北信越大会（８チーム参加）

１回戦 新組ホワイトソックススポーツ少年団 １－３ ベースボールチーム道下スポーツ少年団（富山）

１回戦 小須戸野球スポ少 ０－３ 舘野学童野球クラブ（石川）

＜リトルリーグ新潟ブロック＞

第50回全日本リトルリーグ野球選手権信越連盟決勝大会（23チーム参加）

１回戦 新潟南 ６－７ 松本南（中南信） １回戦 新潟東 ４－11 小布施（東北信）

１回戦 新潟西 13－１ 堀金（中南信）

２回戦 新潟西 10－３ 須坂（東北信） 準決勝 新潟西 ４－８ 飯田（中南信）

＜リトルシニア新潟ブロック＞

第44回リトルシニア日本選手権大会（32チーム参加）

１回戦 長岡東 ２－11 佐倉（千葉）

第10回全日本中学野球選手権ジャイアンツカップ（中学硬式各団体32チーム参加）

１回戦 新潟リトルシニア ２－３ 湘南ボーイズ（神奈川）

＜新潟ポニー＞

第21回全日本選手権会長杯大会（22チーム参加）

１回戦 新潟・福島連合 ２－13 北千葉

＜新潟ヤング＞

第24回ヤングリーグ選手権大会（32チーム参加）

１回戦 新潟ヤング ３－２ 和歌山ホークス

２回戦 新潟ヤング ３－６ 神戸須磨クラブ（兵庫）

＜新潟県中学校体育連盟＞

第38回全国中学校軟式野球大会（25チーム参加）

２回戦 本丸中 ２－８ 下長中（青森）

＜新潟県高校野球連盟＞

第98回全国高校野球選手権大会（49チーム参加）

１回戦 中越高 ０－１x 富山第一高

第２回

みなさんのＮＹＢＯＣ理解度を試すクイズです！

１ 「新潟メソッド」のキャッチコピー「次代を担う野

球を○する青少年たちのために」の○に入る漢字１

字は何？ （ ）

２ ＮＹＢＯＣが、平成２４年に小５～中２の野球少年

に配付した小冊子は何？ （ ）

３ 障がい防止のキャッチフレーズ「あなたの◇◇を守

りたい！」の◇◇は何？ （ ）

※答えはＰ４にあります。
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よろしくお願いします！

新潟県で初めて開催された第38回全国中学校軟式野球大会は、８月１９日（金）からの４日間の日程で、中学軟式

野球の最高レベルの熱戦が、猛暑の中、連日繰り広げられ、多くの来場者が各会場へと足を運びました。

その大会のメイン会場であるHARD OFF ECOスタジアム新潟には、観戦に訪れた来場者や他県大会関係者などに向け、

広くＮＹＢＯＣの活動を知ってもらおうと、「ＮＹＢＯＣ広報ブース」を設置しました。これまで発行した冊子の「野

球手帳」や「新潟メソッド」、１月に開催した野球サミットの概要などのパネル展示などを行いました。他県にはない

取り組みが多くあり、特に他県大会関係者の方々からは、当協議会の中体連役員などに問い合わせる場面が多々あり

ました。この大会をきっかけとして、ＮＹＢＯＣの活動が全国へ発信され、新潟の野球が注目を集めることとなるの

ではないでしょうか。

また、放送設備の整う球場やグラウンドでは、放送によるＰＲも行っています。高校野球では、５回裏終了後のグ

ラウンド整備の間を利用し、『始めよう！ 楽しもう！ 続けよう！ 良いプレーには自然と拍手がわく 野球ってい

いよね、敵味方なく、ね！』とアナウンスされ、敵味方のない雰囲気作りを球場内に呼び掛けています。このＰＲを

耳にした観客のみなさんからは好評で、ＮＹＢＯＣの活動に携わる皆の『想い』をご理解いただいたものと思います。

将来を担う球児たちのためにも、各団体やチームに向けて、より一層、ＮＹＢＯＣの活動を理解いただき、そして、

協力をいただけるような事業だてと、「新潟メソッド」の広報活動を地道に行っていくことが求められます。この「米

スター トピックス」もその１つのツールです。

この活動が稲穂のさざ波のように広がりをみせ

次世代へ向けて新潟の球児を育もう！

↑全中でのＮＹＢＯＣ広報ブースの様子↑ ↓高校野球でのＰＲアナウンス

※この広報の無断転載はご遠慮ください。

ケガのないチーム作りを目指して！

肩肘検診やコンディショニング講習会などを

考えている団体やチームのみなさんへ、野球

障害ケア新潟ネットワークの派遣についても、

ＮＹＢＯＣへお問合せください。
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…キャプテンからひと言…

阿部 愛斗

ぼくたちは、あいさつやありが

とうの気持ちを忘れずに、野球に

取り組んでいます。自分たちでで

きることは、とにかく自分たちで

やる。そうすれば、監督のいつも

言う「野球の神様」がほほ笑んで

くれる強いチームになれると思っ

て、がんばっています。

（一財）日本リトルシニア中学硬式野球協会

リトルシニア信越連盟新潟ブロック

「全日本中学野球選手権大会」通称：ジャイアンツカップ

各種公式野球大会の中で、唯一全国中学硬式野球組織（組織別団体5団体（リトルシニア・ボーイズ・ポニー・ヤン

グ・フレッシュ）が一堂に会しての交流大会が毎年8月に開催されています。

これは、1994年に読売巨人軍の創設60周年を記念してスタートした「全日本中学野球選手権大会ジャイアンツカッ

プ」として始まり、2007年からは、日本野球連盟公認の「全日本中学野球選手権大会」として名実ともに日本一を争う

大会として定着しています。

昨年度までは、各団体の大会の優勝チーム等が一堂に会しての大会としていましたが、選手権となって 10 回目とな

る今年（2016年度）からは、全国9地域（北海道・東北・北信越・関東・東海・近畿・中国・四国・九州）で予選を行

い、それぞれの地域代表を決めて、計32チームが出場する大会となりました。

新潟は信越連盟に所属していることから、北信越Ａブロック（新潟・富山・石川・福井）、長野は北信越Ｂブロック

（長野・山梨）に振り分けられて地域予選を行い、代表チームを選出しました。

因みに、Ａブロックの新潟地区予選には、新潟チームと長岡東チームが出場し、新潟ポニー・新潟ヤングの4チーム

でのトーナメント戦の結果、新潟チームが代表となり、Ａブロック代表決定戦でも、新潟チームが2勝し、代表を勝ち

取り本大会に出場しました。

このように、本年度から公式大会が増えたことで、厳しい年間スケジュールとなりましたが、選手達にとっては活動

機会が増え、これらをプラスの材料にして欲しいところです。

最後に、2017年度の信越連盟夏季大会は、新潟開催の年であり、新発田市を中心に大会を開催する予定でおります。

日程：平成29年6月17日（土）・18日（日）・25日（日）・7月2日（日）＜予備日＞7月9日（日）

学童・スポ少編

新関フェニックススポーツ少年団

①所 在 地 新潟市秋葉区新関地区

②メンバー 新関小学校を主体に近隣小学校の児童を含む

２～６年生の１６名で構成

③指導スタッフ 監 督 阿部一志

コーチ 廣瀨 徹、長谷川敏行、細貝智巳ほか

④指導者からひと言

４月からスポーツ少年団に切り替えて活動しています。チームスローガンは

「常笑」。元気なあいさつを大切にするチームです。練習の準備や片付け、整

地などを選手が主体的に行うことで、自主性も育んでいます。今年は６年生の

チームワークの良さがチーム全体に浸透していることが一番の特長です。

１月の野球サミットの際、ご縁あってＮＹＢＯＣの「始めよう！楽しもう！

続けよう！」のキャッチフレーズＶＴＲを担当しました。選手や指導者、そし

て保護者もその大役に恥じぬように、仲間を思いやり、笑顔でのプレーを心掛

けて、野球を楽しむことを根幹に置いて活動しています。

「新潟メソッド」にある「相手を尊重した積極的でスピーディーな野球」と、

選手・指導者・保護者が「マナーの良さ」を目指すことで、清々しく勝つ楽し

さを味わえると選手には話しています。また、新関コミ協杯大会でも「新潟メ

ソッド」を大会要項に入れ、日頃から「新潟メソッド」を意識しています。

＜監督・阿部 一志＞

加盟団体からのお知らせ

県内１４チームが加盟する

硬式野球の団体です！
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ＮＹＢＯＣでは「新潟メソッド」の理解を深め、全県に広めるために、

ＮＹＢＯＣの担当者を講師として派遣します。それぞれの団体もしくは地

域・地区の抽選会や会議の際に「新潟メソッド」研修会をぜひ開催しまし

ょう。研修時間は３０分から１時間程度を基本としますが、お気軽にご相

談ください。県内全域へ対応します。

お問い合わせは、各団体を通じるか、ＮＹＢＯＣ事務局へE-mailでお願

いします。 ＮＹＢＯＣ E-mail：nyboc@grace.ocn.ne.jp

ＮＹＢＯＣは、新潟の目指すべき野球スタイルを

まとめた「新潟メソッド」を希望者へ販売していま

す。読みやすいように作成してありますので、ご家

族のみなさんやチームで、ご一読ください。

この「新潟スタイル」を全国へ！

購入希望は、E-mailで

nyboc@grace.ocn.ne.jp

へお問合せください！

～～～編 集 後 記～～～

７月に行われた日米大学野球選手権は新潟県初

開催となった。日本代表戦が間近で見られたこと

は、球児たちにとって大きな刺激であり、また、あ

の「ＪＡＰＡＮ」のユニフォームが夢と希望を与え

てくれたのではないだろうか。

７月末からは福島県いわき市でＵ-１５、８月末

からは台湾でＵ-１８、９月には韓国で女子と、そ

れぞれのカテゴリーの日本代表の国際舞台での戦

いが行われた。

東京オリンピックの競技種目にもなり、近い将

来、国際舞台で新潟出身の球児が現れ、「新潟メソ

ッド」の精神を携えて、活躍してほしい！

新潟から全国へ、そして世界へ！と・・・

＜広報委員長 中原丈二＞

第２回の答え

１．愛 ２．野球手帳 ３．プレー

次号につづく！


